
2021年４月６日

函館線 小沢～銀山間の斜面崩壊に伴う復旧工事の状況について

2021年３月31日から、函館線 小沢～銀山駅間で斜面崩壊が発生した影響で、列車の運転を見合わ

せております。この間、ご利用のお客様にはご不便、ご迷惑をおかけしております。

現在、復旧作業を行っておりますが、運転再開には、作業着手から少なく とも２週間要するものと想

定しています。引き続きご利用のお客様にご不便をおかけします。函館線 小樽～倶知安間をご利用の

際は、ホームページ等をご確認く ださい。

１．発見日時 2021年３月31日（ 水） 11時25分頃

２．発生場所 函館線 小沢～銀山駅間 205ｋ 360m付近

３．概 況 2021年３月31日11時25分頃、斜面の点検を行っていた社員が函館線 小沢～銀

山間で、線路脇の斜面が崩れている箇所を発見しました。その後、現地を詳細に調査

したところ、幅約20ｍ、斜面長約25ｍにわたり斜面が崩壊していることを確認しま

した。原因は、当該箇所の斜面が雪解け水の影響を受けて不安定になったためと考え

ております。

復旧作業については、４月２日に着手していますが、斜面の高い位置にある土砂を

除去する必要があり、雪解け水を含んだ土砂は作業性が悪いことから作業に時間を

要しています。

そのため、運転見合わせ期間は、作業着手から少なく とも２週間を想定しており、

運転再開時期につきましては改めてお知らせします。

４．運転状況

・ 運転見合わせ区間： 函館線 倶知安駅～然別駅間

・ バス代行輸送： 運転見合わせ区間ではバス代行輸送を実施しています。４月８日からの運転計画の

詳細は別紙を参照く ださい。

線路を取り外して重機を投入

斜面の土砂撤去作業
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